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１章：研究の背景と目的 
１－１ 研究の背景と目的 
 現代の日本では過疎化が進み、若者は都市部へ流出し、東

京一極集中が起こっている。その原因の一つに、土地と人と

の関係性が希薄なことが挙げられるだろう。そんな中、“レペ

ゼン”という地域を誇りに思い、そこを代表する気持ちを持

ち発信しているラッパーが、日本各地に存在している。本研

究では、その“レペゼン”という行為を明らかにすることが、

目的である。 
１－２ 先行研究 
 HIPHOP を担う若者の共同体の創造や、ラップを行う若者

のラップ実践と人的ネットワークに関する研究がある。 
１－３ 論文構成 
 2 章では HIPHOP の変遷と、日本語ラップの変遷、ラップ

や HIPHOP 特有のレペゼンという行為を説明する。3 章では

実際に地域をレペゼンする BAD HOP というラップグループ

に注目し、彼らの曲を分析することで、レペゼンという行為

においてのラッパーと地域の関係性を示す。4 章では、日本

各地にいる地域をレペゼンしているラッパーを紹介する。5
章ではこれらを総合的に考察し、結論を述べる。 
２章：ラップについて 
２－１ HIPHHOP について 
 黒人奴隷の歴史やギャングの歴史の延長線上に位置し、

1974 年 11 月、アメリカ合衆国ニューヨークのブロンクス区

で行われたパーティから生まれた文化である。HIPHOP の要

素は現在第 9 要素あるが、そのうちの 1 つにラップがある。 
２－２ 日本語ラップについて 
 1983 年 HIPHOP の映画『ワイルド・スタイル』映画に感

化されたいとうせいこうたちが、HIPHOP の音楽に日本語を

どう区切り、乗せるかというアプローチを試みるようになっ

たというのが、日本語ラップの創世記である。 
２－３ レペゼンについて 
英語の REPRESENT の略。本研究では、「HIPHOP を担う

者が、自分が所属している地域や所属しているグループを誇

りに思い、そこを代表する気持ちを持ち発信すること。」と定

義する。 
２－4 考察 
 アフリカから連れてこられた奴隷状態にあった黒人たちは

自分たちの国の言葉を取り上げられたが、時間を経て、ラッ

プという新しい言葉を獲得し、声をあげることができるよう

になった。彼らは、ラップによって自分たちの存在を、自分

たち自身で定義した。 
３章：川崎市川崎区池上町をレペゼンする BAD HOP 
３－１ 川崎市川崎区池上町の概要 

 川崎区【図 1】【表 1】は、川崎市の最も東側に位置し北側

には多摩川と東京都大田区。南側には神奈川県横浜市鶴見区

に隣接している。池上町【図 1】【表 2】は、京浜工業地帯に

属し、大部分を JFE スチール東日本製鉄所が占め、住宅と工

場は隣接している。戦前より工業

地帯の建設や関東大震災後の復興

事業に従事した朝鮮人労働者や、

戦後、労働者として集められた在

日韓国・朝鮮人が許可なしに占拠

し住み着いたエリアとなっている。 
【表 1】川崎区の概要(人口は平成 28 年 12 月 1 日、人口密度は 10 月 1 日現在) 
総人口 1,491,012 人 
人口密度 10,220 人/km2 
面積 40.25 km2 
【表 2】池上町の概要(人口は平成 27 年 3 月現在) 
総人口 808 人 
面積 578796.9 ㎡ 
３－２ BAD HOP について 
 川崎区の池上町周辺で 1995 年に生まれたメンバーを中心

に構成されているラップグループ。暴力と犯罪の中で生き抜

いてきた様子をラップしている。HIPHOP に出会って苦しい

状況から脱出できたように、厳しい状況にいる人に希望を与

えようと精力的に活躍の幅を広げている。 
３－３ 曲からみるレペゼン 
 BAD HOP のアルバムを、＜何をラップしているのか＞で

分類分けした。【表 3】BAD HOP 曲分析 
３－４ 【表 3】の考察 
川崎、池上の環境環境がハードであり、ドラッグや酒や

Tatto,や音楽との関係を述べ、その状況から抜け出したいと

語り、人々に勇気を与えようとする。そしてそれが池上や川

崎などどという言葉と共に語られている。このような組み合

わせや要素は池上町ならでは表現であり、その土地固有のユ

ニークなものである。また、それは自身の生活とそこで培っ

た知恵を駆使してことばをつむぎ、「生き様」の痕跡を残して

いると考察できる。つまり、地域のことを語ることで自分を

表現している。同時に、「生き様」の痕跡を残そうとすると、

池上町のハードな環境や日常的に関わりのあるものをラップ

することがわかる。 
３－５ まとめ 
  BAD HOP は HIPHOP に出会い、自分たちの存在を、

自分たち自身で定義した。それは、その場所ならではの表現

で、自分の「生き様」をラップすることであり、それこそが

紛れもなく、“レペゼン”なのである。「その場所ならではの

表現で、自分の「生き様」をラップすること」＝「自分が所

属している地域や所属しているグループを誇りに思い、そこ

を代表する気持ちを持ち発信すること」が等号で結ばれる。

つまり、「自分のアイデンティティーと地域やグループのアイ

デンティティーは同一である」のだ。自分と地域は切り離せ

ないし、自分とグループは切り離せない。自分と地域との関

係性、HIPHOP のグループの結束力の強さが伺える。そのこ

とが、HIPHOP という文脈で、新しく表現された。 
４章：日本各地のレペゼンについて 
４－１ 各地のレペゼン【表 4】各地のレペゼン表 
４－２ 本章のまとめ 
 3 章で示したような、地域をレペゼンするラッパーが日本

各地に存在していることがわかった。また、ライブや Youtube
などを通して、お互いのレペゼンは交流し、学び合っている。 
５章：総合考察・結論 
５－１ 総合考察 



・地域を誇りに思い、そこを代表する気持ちを持ち、その場

所ならではの表現で、自分の「生き様」をラップすること

で発信しているラッパーが全国各地に存在していて、それ

ぞれが交流し合い、学び合っている。 
・2 章で黒人たちは自分たちが話していた言葉を奪われたと

示したが、日本でも同様に明治維新で標準語政策が行われ、

方言撲滅運動が起こり、方言が奪われていった。しかし、

一度自分たちの声を奪われた黒人や方言を持っていた人、

また今まで都市の中で下層階級に属していて声を届ける

ことができなかった BAD HOP の彼らのような人々が、

ラップという新しい言語を獲得した。そのことに社会的意

味がある。 
・ライムやフローという音や韻やリズムという世界共通の要

素ゆえ、グローバルに HIPHOP が広がった。そして、ア

メリカの HIPHOP の形をそのまま扱うのではなく、その

土地に適応したローカルな HIPHOP を展開している。ア

メリカで生まれた HIPHOP という文化がここ日本でも形

を変えながら別のあり方を許容しながら存在し、同じ

HIPHOP やレペゼンを共通点に持ち世界中で繋がってい

る。つまりグローカル化が起こっている。 
・世界が均質化する中、このようなグローカルな現象はとて

も貴重であり、地域の特有さやレペゼンマインドを持って

いる人は、まちづくりにおいてとても重要である。 
５－２ 結論 
 HIPHOP という新しい文脈で、ラッパーは“レペゼン”と

いう、地域を誇りに思い、そこを代表する気持ちを持ち、そ

の場所ならではの表現で、自分の「生き様」を発信している。 
【表 3】BAD HOP 曲分析 
しかも、そのようなラッパーは全国各地に存在していて、そ

れぞれが交流し合い、学び合っている。まちづくりの面から

見ると、このレペゼンマインドを持っている人と出会うこと

は重要であり、まずはラッパーたちの声に耳を傾けるべきで

ある。 
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【表 4】各地のレペゼン表 

レペゼン 名前 備考 
北海道 BOSS 1990 年後半、まだ東京でしかラップ

が流行していなかった頃、北海道をレ

ペゼンして活動し始めた先駆者。 

山形 葉花源吸 1990 年代に日本海側庄内でキャリア

をスタートさせ、「モンテディオ山形」

のスタジアムBGMとして起用された

り、地元のプロバスケチームの初代

MC をつとめたりしている。 

横浜 OZROSAURUS 『ROLLIN’ 045』は、横浜市の市外

局番を入れていることから明らかな

ように、「横浜レペゼン」を全面的に

押し出して活動している。 

京都向島

伏見 
ANARCHY 低所得者が多く住んでいた京都市向

島の市営団地で育ち、17 歳で暴走族

の総長となり、18 歳の 1 年間は少年

院で過ごし、逆境をバネにヒップホッ

プでのし上がり、遂にはメジャーデビ

ューまでたどり着き、厳しい団地生活

からでも夢を叶えられると人々を勇

気づけている。 

【表3-4】BAD HOPの曲の分析

①
地域の劣悪
でハードな
環境

②メンバーが
体験してきた
劣悪でハード
な環境

③
ハードな
家庭環境

④
家族への
思い

⑤自分たちの
所属を叫ぶ
(BADHOPや川
崎、池上、川中
島)

⑥
自分たちは
凄い

⑦
俺は凄い

⑧
高みを目指
す

⑨
仲間との
日々

⑩
同じ境遇にい
る人や、人々
を勇気づける

⑪
ラブソング

⑫
ドラッグに
ついて

⑬
Tattoにつ
いて

⑭
お酒につい
て

⑮
お金につい
て

⑯
Studioにつ
いて

⑰
音楽につい
て

⑱ライブで
お客さんを
煽る

⑲
クラブの様
子

badhopbox 1 Killing 1 1 11 1 1

2014.9.28 2 Heaven 1 11 1 1

3 Live in IKEGAMI 11 1 1 1

4 Studio Life 1 1 1 11

5 Ohkazi 1 1 11 1

6 R.I.P 11 1 1 1 1

7 Hol'up 1 11 1 1 1

8 Halcyon 11

9 I GO 1 11

10 Braku 11 1 1 1 1 1

11 EXIT 1 11 1 1 1

12 Feeple 1 11

13 Fucked'up Boring 1 11 1 1 1

14 Get it Right 1 1 11 1 1 1

15 Good Life 1 1 11 1 1 1

16 Love or Die 1 11

BORN TO WIN 1 FIRE BURN 1 11

2015.7.2 2 IN MY BLOOD 1 1 11

3 HATE ME 1 11 1 1 1

4 SCHOOL OF HARD KNOCKS 1 11 1 1 1 1 1

5 CLUB IS ON FIRE 1 11 1 1 1

6 THE DEVIL WEARS PRADA 1 11 1 1 1

7 DO IT LIKE ME 11

8 LOVE OR DIE REMIX 1 11

9 THAT LETTER 1 11 1 1 1 1 1 1

10 ONE WAY RIDE 1 1 11 1 1

11 PAIN AWAY 1 1 1 11 1 1 1 1

12 STAND UP 1 11 1 1

BADHOP 1 B.H.G 1 1 1 11 1 1 1 1 1

2015.7.2 2 Take it all 1 1 1 11 1 1

3 New Root 1 1 1 11 1 1

4 Money And Power 1 11 1 1 1 1

5 Stay 1 11 1 1 1 1 1 1

6 Game Over 1 11 1 1

7 Doesn't Matter 11 1 1

8 ￥Town 1 1 11 1 1

9 Rusty Bars 1 1 11 1

10 Liberty 1 1 1 11

11 M.O.M 1 1 11 1 1

12 Rainy Days 1 1 11 1

BADHOP 1DAY 1 3pm 11 1

2016.3.15 2 White T-shirt 11 1

3 Jam Squad 好きな街 11 1 1 1

4 Black Hair Yellow Gold Skin 1 11 1

5 DOUJOU 1 11 1 1 1 1

6 Life Style 1 1 1 1 1 11

7 Ink Boyz 1 1 1 1 1 1 11 1 1

8 Chill Dinner 1 1 1 1

9 Hot Ice 11 1 1 1 1

10 Black Out 1 1 1 11

11 6am 11 1 1

12 Deep End 11 1 1 1 1

1 Deep End 11 1 1 1 1

2 5minute 11

2016.9.23 3 White T-shirt 11 1

4 Jam Squad 好きな街 11 1 1 1

5 Ink Boyz 1 1 1 1 1 1 11 1 1

6 Fast Bank 1 11

7 New Root 1 1 1 11 1 1

8 Liberty 1 1 1 11

9 Hood Vibes 11

10 Life Style 1 1 1 1 1 11

11 Mosh Car 11 1

12 Popcorn 1 11

13 Dirty floor 1 1 1 11

14 6am 11 1 1

15 24/7 11 1 1 1

16 Chain Gang 1 1 1 11 1 1 1 1

計 3 4 1 0 0 8 4 15 8 2 5 1 1 1 1 1 2 1 1

18 21 4 3 21 4 3 12 11 6 0 30 4 28 27 3 5 0 3

総計 21 25 5 3 21 12 7 27 19 8 5 31 5 29 28 4 7 1 4

注) 他のアルバムにも収録されている曲に関してはカウントしていてない

曲のテーマ
曲の中で触れていること
他のアルバムにも収録されている曲
境目の目印

BADHOP
ALL DAY




